
本日、オンラインで始業式を行い、生徒の皆さんと再び
つながることができました。被災の影響が残る中ではあり
ますが、学校再開の第一歩として、みんなで力を合わせな
がら少しずつ日常を取り戻していきたいと思います。
町内では多くの家屋が被災し、親戚宅や避難所などで生

活を続けている方々が多くおられます。生徒の中にも、こ
うした場所から登校している人がおり、慣れない環境での
生活や、これからの不安を抱えている場合があります。学

校では、担任との面談や個別支援、外部機関との連携、場合によっては家庭訪問等を通して、
一人一人の気持ちに寄り添いながら新学期を進めてまいります。話したくないことは無理に
話さなくてよいこと、ゆっくり自分のペースで学校生活に慣れていけばよいことを伝えてい
ます。
また、子供たちには、地域の方々や友達同士への思いやりの心をいつも以上に大切にして

ほしいと願っています。避難されている方と会ったときの挨拶や、友達へのやさしい声掛け
など、子供たちの小さな行動が誰かの力になることがあります。学校としても、安心して過
ごせる環境づくりに努めてまいります。
保護者・地域の皆様、ボランティア団体の皆様方には、学校再開に向けて多くのご協力を

いただきました。心より感謝申し上げます。今後も子供たちの成長を支えるため、学校・家
庭・地域が力を合わせて歩んでいきたいと思います。

登下校については、余震の可能性に加え、道
路工事や建物の解体作業が進んでいるため、通
れる道・通れない道が日々変わっています。８
月２８日（金）の安心メールでもお伝えしまし
たように、保護者の皆様からいただいた情報と、職員による通学路調査の結果を基に、お子
様と一緒に安全な経路を確認していただき、ご家庭でも安全に登下校できるよう今後も声掛
けをお願いいたします。
また、登下校中に揺れを感じた場合は、倒壊の恐れがある塀・電柱・建物から離れ、しゃ

がんで（前回のような大きな揺れでは転倒して怪我をする場合があるため）、揺れが収まる
のを待つようご家庭でもお伝えください。揺れが収まった後は、近くの広場や公園、ないと
きは周りを見渡して安全な場所へ避難するようお願いします。
徒歩での登下校が困難・心配な場合は、車での送迎をご家庭で検討・判断していただけた

らと思います。送迎の際は、ＪＡ駐車場（砂
利部分）をご利用ください。
なお、安心メールでもお知らせしましたと

おり、学校においても、本日（９月１日）、全
校生徒へ安全指導を行っております。子供た
ちが安心して学校へ向かえるよう、学校とし
ても引き続き安全確保に努めてまいります。



←【石碑】「燃えろ健児（女子ハンドボー
ル全国大会優勝）の碑」など、石碑がいくつ
か倒壊しました。先輩方の栄光を湛える碑で
すので、早く修繕ができるといいです。しか
し、町内墓地の石碑や台石も多くが倒壊して
いる現状であり、修繕していただくまでは時
間がかかりそうです。

【体育館】地震発生後
は、校内もいろいろなも
のが移動しましたが、現
在避難所の体育館も、ス
テージ下の台車が全て飛
び出していました。 →

←【運動場】 ←【体育館】
これは野球場 窓ガラスの破損や体育館側面の壁板

の所です。あち 落下の危険性がありました。
らこちらで亀裂 側面の壁板については、避難所が体
がありました。 育館へ移転する前に修繕できました。

←【特別教室(家庭科室)】 ←【校外（焼却炉）】
家庭科室ではお皿が割れ 自転車置き場横の焼却炉(現在は使用

たり、理科室では薬品が零 していません)が道路側に倒壊。２次被
れたり、どの教室もすぐに 害(交通事故)を防ぐため、職員で応急処
は使えない状況でした。 置(フェンス側へ寄せる)した後の様子。

←【職員室入り口】
職員室入口付近では、複数の書棚が倒れ、スライド扉のガラスも割れ

ており、非常に危険な状態でした。入室する際も、倒れた物を避けなが
ら慎重に進まなければならない状況でした。職員室内の机は大きく移動
し、各教室の机も同様に大きくずれており、物品が激しく散乱していま
した。（※個人名が判別できる資料等が多数散乱していたため、教室内の

写真は掲載していません。）
上記以外にも、校舎内外にたくさん

の被害がありました。学校再開に向けて、片付
けや清掃、災害ゴミの運び出しなど、職員作業
で、毎日少しずつ復旧作業を行い、９月１日（火）
子供達を迎え入れることができました。明日か
らは、簡易給食もあります。

氷川中学校は、地震発生の翌日夕方から避難所とし
て開設されました。教室は避難スペースとなり、昇降
口では各地から届けられた物資や食料が配付されまし
た。体育館には冷房設備が整えられ、敷地内にはお風
呂やシャワーが設置され、全国各地からキッチンカー

も来てくださいました。避難者は多いときで約 120名、物資の受け取りやお風呂などの利用
者を合わせると、1,000人を超える日が何日もありました。高市総理や金子大臣、小泉大臣、
松本大臣、津島副大臣など国のトップの方々をはじめ、くまモン、芸能人、過去の被災地でお世
話になったと物資を届けてくださった
方々など、多くの皆さまが応援に来て
くださいました。氷川中に人々が集う
状況の中で、たくさんの元気をいただ
きました。ありがとうございました。


